
【事例の詳細】
半年前に新型コロナウイルスに感染した40歳代女性が、難治性の咳の治療のため専門医を受診し、リフヌア
錠45mg　1回1錠1日2回朝夕食後14日分が処方された。患者は平素から当薬局を利用しており、薬剤師
は患者の職業が調理師であることを把握していた。また、製薬企業のMRからリフヌア錠45mgの副作用に
ついて情報を得ていたため、添付文書の情報をもとに味覚関連の副作用（味覚不全、味覚消失、味覚減退、
味覚障害）の発現の頻度などについて説明を行ったところ、患者は薬剤の変更を希望した。処方医に連絡し、
患者の職業と意向を伝えたところ、吸入薬に変更になった。

【推定される要因】
患者は処方医に、職業が調理師であることを伝えていなかった。処方医は患者に味覚関連の副作用を伝えて
いたが、患者はまれな副作用であると認識した。

【薬局での取り組み】
職業などの患者情報を聴取する。特に注意が必要な副作用がある薬剤が処方された際は、患者に必要な情報
を伝え、処方医にも情報提供を行うことを薬局内に周知した。新しい薬剤を採用した際は、製薬企業などから
必要な情報を収集する。
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リフヌア錠45mgの添付文書　2025年2月改訂（第4版）（一部抜粋）
11.副作用
11.2 その他の副作用

† �味覚不全は、主に苦味、金属味及び／又は塩味としても報告された。味覚関連の副作用（味覚不全、
味覚消失、味覚減退、味覚障害）の発現割合は63.1%であった。大多数は、ゲーファピキサントの
投与開始後9日以内に発現し、軽度又は中等度であり、ゲーファピキサントの投与中又は投与中止
により改善した。なお、味覚関連の副作用は曝露量依存的に増加する傾向が認められている。

そ の 他 の
情 報

●�2022年11月2日に日本咳嗽学会より「ゲーファピキサントクエン酸塩錠（リフヌア錠45mgⓇ）の適正
使用のお願い」※が公表され、次のように記載されている。「難治性の慢性咳嗽にリフヌア錠Ⓡを使用される
場合は、診断および特異的治療を十分に行った上で導入いただくこと、また味覚障害などの副作用発現の
可能性を説明していただく様お願いいたします。」

　※ゲーファピキサントクエン酸塩錠（リフヌア錠45mgⓇ）の適正使用のお願い 　（参照2025年3月11日）

●�本事例は、リフヌア錠45mgが処方された患者が調理師であることを把握していた薬剤師が、患者の職業
に大きな影響を及ぼす可能性がある味覚関連の副作用について添付文書に基づいた情報を提供した結果、
患者が薬剤の変更を希望した事例である。

●�薬物療法は、患者が服用する薬剤や服用目的、服用方法などを十分に理解し、納得したうえで実施、継続
することが重要である。

●�患者の職業や生活状況に大きな影響を及ぼす可能性がある副作用を有する薬剤が処方された際、添付文書
やRMP資材などを活用して必要な情報をわかりやすく伝え、患者が納得して薬剤を服用できるよう支援
することは、薬剤師に求められる重要な使命である。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。
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5%以上

神経系障害 味覚不全（40.4%）†、味覚消失、味覚減退†、味覚障害†
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